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食事における栄養摂取量の

自動計測システムの開発に関する研究

佐伯　欣洋

現在，病院内における入院患者の食事管理は栄養士が行っている．その中で，患者の食事

による栄養摂取量を計測する作業は，栄養士が個々の患者の食事の食前状態と食後状態を目

視で測定し，食品成分表と照らし合わせて手計算によって行っている� したがって，計測基

準は一定しているとは言えない� また，入院患者数，食事のメニュー数，患者ごとに異なる

食事の提供量，それらを記録として残す作業には，膨大な手間と時間が費やされている�

本論文では，はじめに，現状の栄養摂取量計測作業について紹介し，その問題点を述べる．

問題点を解決し，病院関係者からの要望に応えるために，栄養摂取量自動計測システムを提

案する� 次に，システムの構成について述べる．さらに，現状のシステムの問題点をハード

ウェアとソフトウェアそれぞれについて述べ，その問題点の解決のために，システムの改良

を行う．そして，改良の有効性を検証するために実験を行う．最後に，今後の課題と予定を

述べてまとめる．

キーワード 食事摂取量，計測，カロリー，食事管理，栄養摂取量
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